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烏山地域
オウム真理教対策
住民協議会

主催：烏山地域オウム真理教対策住民協議会　　　後援：世田谷区

◆抗議デモ 午後1:３０ 集合
烏山区民センター前広場

◆学 習 会 午後2：３０ 開会
烏山区民センターホール

11月8日（土）

オウム真理教対策  第51回

抗議デモ・学習会

手話通訳あり

入場無料

---〔	略歴	〕	---------------------------------------------------------------

　1967年生まれ、千葉県松戸市出身。1991年、慶應義塾大学卒業後、テレビ
朝日に入社。報道局社会部記者、司法記者クラブキャップを経て、ニュース番組
「スーパーＪチャンネル」「報道ステーション」でディレクター、デスクを務める。
1995 年地下鉄サリン事件発生時から30年にわたり一連のオウム事件・裁判を取
材するとともに“刑務所取材”をライフワークとする。
　著書に「警察庁長官狙撃事件～真犯人“老スナイパー”の告白」（共著）「塀の
中の事情～刑務所で何が起きているか」（いずれも平凡社新書）がある。

  講 師 ：テレビ朝日  報道局デスク     

　　　　　　　　　　　　　　　　　　清 田  浩 司 氏     

　男性信者の死亡事案に端を発する“オウム
の暴走”。史上最悪の一連のオウム事件、捜査
機関は防ぐことはできなかったのか？
　メディアは何を伝えたのか、“現在進行形”
であることをどう伝えるべきか。記者の使命
とは？

◎ 講 演  「オウム報道の“ウラ側”
　　　　　 　   　～メディアの功罪」

1995 年 5月
上九一色村第 6サティアン前

き よ 	 	 た 	 	 	 		 こ う 	 じ



　オウム真理教による地下鉄サリン事件から30 年が経過

しました。世田谷区ではオウム真理教が引き起こした事件

を風化させないために講演会を開催します。予約不要で

どなたでも聴講できます。昨年度リニューアルしたホール

で開催しますので、是非ご参加ください。

　
【内　容】

日　時：	令和７年１２月１８日（木）午後３時～５時

会　場：	せたがやイーグレットホール（世田谷区民会館）

	 世田谷区世田谷４丁目２１−２７

テーマ：	『オウム真理教問題を風化させない』

講　師：	オウム真理教犯罪被害者支援機構副理事長

	 弁護士 中村　裕二 氏

	 当日直接会場へ
	 　　お越しください。

	 ＊手話通訳あり

問合せ先：

	 世田谷区危機管理部地域生活安全課　

	 電話 ５４３２－２２６７ / FAX ５４３２－３０６６

　今年の夏も、烏山地域の夏まつり会場、さまざまな行事の場

で募金活動を行わせていただきました。連日の暑さにもかかわら

ず多くの方々が足を止め、ご協力くださいました。なかでも特に

心に残ったのは、お子さんたちからの募金でした。募金箱に興

味をもち、お友達と一緒におこづかいから募金をしてくれるその

姿は活動への大きな力となりました。あるお子さんからは、「石

川県能登半島地震の募金箱はどこですか？」というご質問もあ

り、子どもたちの心に“助け合い”の気持ちが育っていることを

実感し、改めて募金活動の意義を感じた瞬間でした。

　また、今回の活動に際して会場の一角に募金ブースを設けるこ

とを快くご承諾いただいた各団体の皆さまには、心より感謝申

し上げます。皆さまからお寄せいただいた募金は、抗議デモや

学習会の開催、オウム対策住

民協議会ニュースの発行、地域

の見守り活動の支援など、地

域の安心・安全を守るために大

切に活用させていただきます。

　地域の安全を守る活動は、

住民の皆さまのご協力あってこ

そ成り立つものです。住民の皆

さま、行政、活動している私た

ちが手を携えて「安心・安全」

な街を守っていきたいと思った

暑い夏の活動でした。

協議会ホームページアドレス　https://www.karasuyama-kyogikai.jp

この協議会ニュースは、皆様の募金により発行されています。

本紙についてのお問い合わせ：世田谷区南烏山6-22-14　烏山総合支所内住民協議会  電話 03（3326）1202・FAX 03（3326）1050

『『オウム真理教問題講演会』』のご案内

募金活動での素敵な出会い
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オ
ウ
ム
真
理
教
が
入
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
は
甲
州
街
道
と
旧
甲

州
街
道
と
の
間
で
、吉
祥
寺
行
バ
ス
の
折
返
所
を
入
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
っ
た
。左
側
の
茶
色
の
マ
ン
シ
ョ
ン
１
階
に
は
、か
つ
て
は

幼
稚
園
が
あ
り
、そ
こ
に
は
椅
子
や
机
が
散
乱
し
て
い
た
。そ
の

部
分
は
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
、中
は
見
え
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
畳
の
山
が
道
路
沿
い
に
出
来
て
い
た
。道
場

に
敷
く
の
だ
ろ
う
か
、ま
だ
内
装
工
事
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の

だ
ろ
う
。畳
は
雨
が
降
る
日
も
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
前
の
道
路
は
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
に

な
っ
て
お
り
、す
ぐ
に
見
直
し
を
迫
ら
れ
た
。ま
た
、裏
側
に
は

商
店
街
が
あ
り
、人
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
。烏
山
の
商
店
街
で
は

オ
ウ
ム
の
話
で
持
ち
切
り
に
な
り「
オ
ウ
ム
反
対
」の
立
て
看
板

を
街
中
に
出
す
の
か
ど
う
か
話
し
合
わ
れ
た
が
、烏
山
で
は
立

て
看
板
は
出
さ
な
い
事
に
し
た
よ
う
だ
。

　

当
時
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
早
朝
か
ら
各
テ
レ
ビ
局
が
押
し

寄
せ
て
い
て
、ア
レ
フ
の
荒
木
広
報
部
長
や
地
元
の
人
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
応
じ
る
な
ど
、現
場
の
状
況
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
放
送

さ
れ
て
い
た
。

　

２
０
０
１
年
正
月
、右
翼
団
体
が
大
家
と
隣
の
ア
レ
フ
の
ド

ア
に
拳
銃
を
発
砲
し
て
逮
捕
さ
れ
る
事
件
が
あ
っ
た
。ま
た
、マ

ン
シ
ョ
ン
前
の
狭
い
通
り
に
右
翼
の
街
宣
車
が
入
り
、旧
甲
州
街

道
側
の
入
口
と
甲
州
街
道
側
に
車
止
め
が
設
置
さ
れ
、警
察
官

が
張
り
付
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

反
対
運
動
の
会
長
を
誰
に
す
る
の
か
。
烏
山
上
町
会
が
当

該
の
町
会
だ
が
、国
内
で
無
差
別
大
量
殺
人
事
件
と
い
う
凶
悪

犯
罪
を
起
こ
し
た
団
体
に
対
し
て
、１
町
会
が
矢
面
に
立
つ
こ

と
に
不
安
を
覚
え
る
こ
と
は
自
然
な
事
か
も
し
れ
な
い
。結
局
、

当
時
の
烏
山
地
域
町
会
自
治
会
連
合
会
会
長
の
倉
本
俊
幸
氏

が
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

地
域
と
共
に

連
載・・・ 

協
議
会
ニ
ュ
ー
ス
２
１
２
号
『
発
端
』
に
続
く 

・・・

夏まつり会場にて


